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ふくしま駅伝２年連続11度目の優勝
　今年で30回目の節目となる市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会が
11月18日(日)開催され、白河市から福島市までの16区間95.0ｋｍで
熱戦が繰り広げられました。
　泉崎村チームは村の部のライバルを総合力で上回り優勝、総合14
位の成績を収めました。

上：表彰式。下：区間賞を獲得した5選手。左から福田健人選手、瀬戸敦史選手、兼子卓也選手、塩澤裕也選手、小玉瑞葵選手
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第
30
回
市
町
村
対
抗
福
島
県

縦
断
駅
伝
競
走
大
会
（
ふ
く
し

ま
駅
伝
）
は
11
月
18
日
㈰
、
白

河
市
の
し
ら
か
わ
カ
タ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
（
市
総
合
運
動

公
園
）
陸
上
競
技
場
を
ス
タ
ー

ト
し
、
福
島
市
の
県
庁
前
に

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
す
る
16
区
間

95
・
０
km
で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
今
年
の
大
会
は
６
年
連

続
で
全
59
市
町
村
53
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
村
の
部
は
10
チ
ー
ム

で
争
わ
れ
ま
し
た
。

　

泉
崎
村
チ
ー
ム
は
２
区
で
村

の
部
首
位
に
立
ち
、
そ
の
後
も

首
位
を
守
り
続
け
、
２
年
連
続

11
度
目
の
優
勝
（
総
合
14
位
）

を
飾
り
ま
し
た
。

　

目
標
と
し
た
総
合
10
位
以
内

と
は
い
か
な
か
っ
た
も
の
の
、

大
会
直
前
の
相
次
ぐ
ア
ク
シ
デ

ン
ト
に
も
関
わ
ら
ず
、
戦
い
ぶ

り
は
素
晴
ら
し
く
、
最
後
ま
で

諦
め
ず
、
力
の
限
り
走
り
続
け

る
姿
勢
は
、
来
年
の
活
躍
を
期

待
で
き
る
も
の
で
し
た
。

　

区
間
賞
は
、
４
区
福
田
健
人

選
手
（
自
衛
隊
郡
山
）、
７
区

瀬
戸
敦
史
選
手
（
泉
崎
中
３

年
）、12
区
兼
子
卓
也
選
手
（
秋

山
錠
剤
㈱
）
13
区
塩
澤
裕
也
選

手
（
秋
山
錠
剤
㈱
）
14
区
小
玉

瑞
葵
選
手
（
安
積
高
１
年
）
の

５
選
手
が
村
の
部
で
区
間
賞
を

獲
得
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
１
回
大
会
か
ら
30

年
連
続
30
回
目
出
場
の
３
区
瀬

戸
隆
行
選
手
（
泉
崎
村
教
育
委

員
会
）
と
７
区
瀬
戸
敦
史
選
手

は
親
子
で
の
出
場
。
さ
ら
に
、

２
区
西
槇
優
祐
選
手
（
学
法

石
川
高
３
年
）、
６
区
西
槇
駿

祐
選
手
（
学
法
石
川
高
１
年
）、

西
槇
杏
莉
選
手（
泉
崎
中
２
年
）

は
３
兄
弟
揃
っ
て
の
出
場
と
な

り
ま
し
た
。

　

泉
崎
村
チ
ー
ム
は
、
前
大
会

の
翌
朝
か
ら
毎
日
厳
し
い
練
習

に
励
み
、
連
覇
の
重
圧
を
は
ね

の
け
11
度
目
の
栄
冠
を
手
に
し

ま
し
た
。

　

関
係
者
の
皆
様
に
心
か
ら
祝

意
を
表
し
ま
す
。

第
30
回
ふ
く
し
ま
駅
伝 

村
の
部
２
連
覇
（
総
合
14
位
）

１
区
佐
川
花
梨
選
手
（
光
南
高
１
年
）

７
区
瀬
戸
敦
史
選
手
（
泉
崎
中
３
年)

第
４
中
継
所
鳥
見
山
陸
上
競
技
場

４
区
福
田
健
人
選
手
（
自
衛
隊
郡
山
）

→
５
区
鈴
木
陽
大
選
手
（
白
河
高
１
年)

６
区
西
槇
駿
祐
選
手
（
学
法
石
川
高
１
年)

８
区
溝
井
正
貴
選
手
（
泉
崎
中
２
年)

９
区
西
槇
杏
莉
選
手
（
泉
崎
中
２
年)

10
区
石
川
大
和
選
手
（
国
士
舘
大
４
年)

11
区
本
柳
佑
茉
選
手
（
安
積
高
１
年)

第
２
中
継
所
さ
つ
き
公
園
前

２
区
西
槇
優
祐
選
手
（
学
法
石
川
高
３
年)

→
３
区
瀬
戸
隆
行
選
手
（
村
教
育
委
員
会)
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フィニッシュするアンカー
兼子太鶴選手(福島県警察)

県庁前ゴールにて胴上げされる
関谷正文監督

村　の　部 タイム 総合順位
1. 泉 崎 5°22'22" 14
2. 西 郷 5°24'22" 16
3. 平 田 5°27'31" 18
4. 中 島 5°31'37" 22
5. 鮫 川 5°39'23" 28
6. 玉 川 5°41'57" 31
7. 天 栄 5°49'54" 37
8. 大 玉 5°53'34" 40
9. 北 塩 原 5°59'19" 44

10. 飯 舘 6°07'21" 51

12
区
兼
子
卓
也
選
手
（
秋
山
錠
剤
㈱)

14
区
小
玉
瑞
葵
選
手
（
安
積
高
１
年)

15
区
鈴
石
葵
選
手
（
泉
崎
中
2
年)

13
区
塩
澤
裕
也
選
手
（
秋
山
錠
剤
㈱)

監　

督　

関
谷　

正
文

　

選
手
、
サ
ポ
ー
ト
の
皆

さ
ん
の
頑
張
り
で
優
勝
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

村
民
の
皆
さ
ん
の
応
援

に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

コ
ー
チ　

中
目　

重
男

　

村
の
部
２
連
覇
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

選
手
、
サ
ポ
ー
ト
、
関

係
者
の
方
々
と
の
チ
ー
ム

力
で
の
勝
利
だ
と
思
い
ま

す
。
チ
ー
ム
の
一
員
と
し

て
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
に
、
深
く
感
謝
い

た
し
ま
す
。

　

３
連
覇
達
成
で
き
る
よ

う
、
陰
な
が
ら
支
援
で
き

る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

コ
ー
チ　

瀬
戸　

妙
子

　

雨
の
日
や
風
の
強
い
日

も
、
練
習
を
重
ね
て
き
た

選
手
、
サ
ポ
ー
ト
の
皆
さ

ん
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し

た
。
そ
し
て
、
優
勝
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
襷

を
繋
ぐ
選
手
の
力
強
い
走

り
に
沢
山
の
感
動
を
も
ら

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
チ
ー
ム
を
日
頃

か
ら
支
え
、
応
援
を
し
て

頂
い
た
多
く
の
方
々
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。

　「結（ゆい）」協定を締結している南会津町から、今年も「冬のあったかプレゼント」が届きました。
　ご希望の方は、電子メールまたは電話にてご応募ください。ただし、一世帯につき１通限りとさせていただ
きます。応募者多数の場合は抽選とします。なお、当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせて頂きます。
◆リフト券が利用可能なスキー場
　南会津町内４スキー場
◆応募条件
　村内に住んでいる方、もしくは村内で就業されている方
◆応募期間
　１２月３日（月）～１２月２５日（火）
◆応募方法
　電子メールまたは電話（住所・氏名・電話番号・村外居住者の方は勤務先をお知らせください）
◆応募先
　村役場事業課産業グループ　
　✉ sangyou@vill.izumizaki.fukushima.jp
　☎ 0248-53-2430

南会津町スキー場共通ペアリフト券を５名様にプレゼント 問産業グループ　☎５３・２４３０
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駅伝選手インタビュー

第
２
区

第
３
区

第
４
区

第
５
区

第
６
区

第
７
区

第
８
区

第
１
区

区間 走者（所属） コ　メ　ン　ト 区間距離（場所）

佐川　花梨
（光南高1年）

　１区を走るのは３回目で、あまり緊張はしませんでした。
ふくしま駅伝に向けて、目標を立てそれを達成できるよう
にたくさん練習してきました。そのおかげで目標を達成す
ることができ、とても嬉しかったです。
　来年も走りたいです。

4.0km
白河陸上競技場～サ
ンフレッシュ白河

西槇　優祐
（学法石川高３年）

　今年もふくしま駅伝に参加して、平成最後の節目の大会
で優勝できたことをとてもうれしく思います。
　来年からは大学生になるため、より一層チームに貢献で
きるよう頑張りたいです。

8.2km
サンフレッシュ白河
～さつき公園前

瀬戸　隆行
（村教育委員会）

　本大会への尽力を賜りました多くの皆様に心から感謝申
し上げます。また、地域の皆さまからご声援に勇気を頂き
ました。３０年の節目の区間賞を狙ったのですが、区間２
位と完全燃焼とは行きませんでした。
　次は、新しい元号にて新しい泉崎村の記録を作りたいと
思います。応援ありがとうございました。

5.8km
さつき公園前～矢吹
町役場内

福田　健人
(自衛隊郡山)

　タイムは悪かったですが、３０回記念大会で村の部区間
賞を獲得できて良かったです。
　来年の３１回大会では、１分以上タイムを縮めて、また
泉崎に帰ってきたいと思います。

7.3km
矢吹町役場内～鳥見
山陸上競技場

鈴木　陽大
（白河高１年）

　今大会で、僕は１秒の重みを痛感しました。１秒差で村
の部区間賞を逃してしまいました。この悔しさを次に向け
て活かしていきたいと思います。
　僕はこの悔しさを忘れないため、「たった１秒、されど
１秒」を合言葉に練習に取り組んでいきたいです。

6.4km
鳥見山陸上競技場～
須賀川市役所内

西槇　駿祐
(学法石川高１年)

　今年は８.３㎞という長めの区間だったので、終盤ペー
スが落ちてきてしまいましたが、襷を繋ぐことができて良
かったです。
　しかし、村の部区間賞を獲れなかったのが残念です。来
年は取りたいです。

8.3km
須賀川市役所内～ゼ
ノアック日本全薬工
業㈱内

瀬戸　敦史
（泉崎中３年）

　初めて選手としての出場でとても緊張しましたが、無事
に走り切り区間賞を獲ることができたので良かったです。
　僕は、大会の２週間前に体育で捻挫をしてしまい、１週
間ほど走れない期間がありました。中目先生がアイシング
をしてくれたおかげで捻挫が早く治り走ることができまし
た。本当にありがとうございました。

5.4km
ゼノアック日本全薬
工業㈱内～郡山総合
体育館前

溝井　正貴
（泉崎中２年）

　今回は初めて選手としてふくしま駅伝に出場することが
できとても嬉しかったです。あと15秒で区間賞を逃して
しまったので悔しかったですが、自分らしい走りができた
ので良かったです。
　来年も出場できるように頑張りたいです。応援ありがと
うございました。

4.1km
郡山総合体育館前～
郡山北工業高校内

○サポート白岩楓：初めてふくしま駅伝に参加できて嬉しかったです。駅伝を始めてから１度は出場したいと思っていました。
今回はサポートだったので、次は実際に走りたいです。初めて参加した大会で優勝できたのは皆さんのおかげです。○サポート
有賀陽翔：ふくしま駅伝に初めて参加して、中継所や走る前の選手の緊張感を体験して、今までテレビで見ていたふくしま駅伝
の偉大さを実感しました。とても良い経験をありがとうございました。○サポート小玉歩葵：平成最後のふくしま駅伝で走るこ
とができなかったのは、自分の力不足であり、来年はもっと速くなって泉崎に帰ってきたいと思います。○サポート大野夏寛：
僕は今回もサポーターとして参加させていただきました。今回は７区の敦史先輩のサポートをしました。10分以上で繰上げにな
る区間だったので、サポート側も緊張していましたが、繰上げもなく区間賞まで獲得できて自分のことのように嬉しかったです。
○サポート小幡緋真：僕は敦史君のサポートとして、ふくしま駅伝に参加しました。走者ではない自分でも緊張しましたが、敦
史君が区間賞を獲り、チームも優勝できて、とてもいい経験になりました。○サポート田﨑大智：走ることができず悔しかった
ですが、優勝できたので良かったです。次は選手として出場できるように頑張ります。
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第
９
区

第
10
区

第
11
区

第
12
区

第
13
区

第
14
区

第
15
区

第
16
区

区間 走者（所属） コ　メ　ン　ト 区間距離（場所）

西槇　杏莉
（泉崎中２年）

　今回は９区を走らせていただきました。3㎞と短い距離
ですがアップダウンが激しいコースだったので疲れました。
村の部区間賞まであと１０秒のところで逃してしまったの
でまだまだ練習が足りないと思いました。
　来年は区間賞を獲れるように日々努力します。応援あり
がとうございました。

3.0km
郡山北工業高校内～
郡山こどものもり公
園入口前

石川　大和
（国士舘大４年）

　朝早くから応援やサポートありがとうございました。
10区を走らせていただき個人としては納得のいく走りが
できず残念でしたが、２年連続村の部優勝ができてとても
嬉しく思います。来年も優勝できるようこれからも頑張っ
ていきたいと思います。ありがとうございました。

9.3km
郡山こどものもり公
園入口前～本宮市・
㈱白岩屋商店前

本柳　佑茉
(安積高１年)

　たくさんの応援ありがとうございました。高校の友人に
刺激を受け４月から練習を積み重ねてきましたが、本番で
は自分の納得できる走りができず悔しいです。これからも
精進していきます。
　平成最後のふくしま駅伝に出場できて良かったです。

3.9km
本宮市・㈱白岩屋商
店前～大玉村・㈱イ
イジマ前

兼子　卓也
（秋山錠剤㈱）

　３０回の記念大会で１０度目の区間賞を獲れて嬉しかっ
たです。チームも連覇達成することができたので、この勢
いを次回に繋げたいです。
　平成最後のふくしま駅伝が良い大会になりました。

7.0km
大玉村・㈱イイジマ
前～二本松市役所内

塩澤　裕也
（秋山錠剤㈱）

「あぁ～やりきった！！！」ふくしま駅伝を走るといつも
そう思います。うまくいかない日々があり不安な時もあり
ましたが、今の自分と向き合うことのできるこの大会や
チームに感謝です。また、泉崎村チームとして走るために
更なる成長をしなければいけませんね。
今年も応援ありがとうございました。

4.8km
二本松市役所内～安
達支所内

小玉　瑞葵
（安積高１年）

　第３０回という節目の大会で走者を務めさせていただき
大変嬉しく思います。二本松から福島という泉崎から遠く
離れた区間にも関わらず、「泉崎がんばれ！」というご声
援をいただき、緊張せず、自信を持って走ることができま
した。来年も区間賞を目指し頑張ります。

5.7km
安達支所内～福島
市・松陵中学校前

鈴石　　葵
（泉崎中２年）

　私は１５区を走らせていただきました。１５区はアップ
ダウンが多く、最後の上りが辛かったですが、今までの応
援やアドバイスを思い出し、頑張ることができました。応
援ありがとうございました。
　来年も村の部優勝に貢献できるように頑張ります。

3.4km
福島市・松陵中学校
前～福島大学入口

兼子　太鶴
（福島県警察）

　アンカーという重要な区間を走らせていただき光栄です。
村の部優勝という結果で終われて良かったです。
　個人としては良い走りができなかったので、今後ちゃん
と練習して来年は良い成績を残せるようにしたいと思いま
す。

8.4km
福島大学入口～福島
県庁

○サポート穂積真緒：初めてサポートをしてみて、「自分も選手として走れるようになりたい」。そして、「あきらめず走れる
選手になりたい」と思いました。来年は今年の選手達のように輝く選手になりたいです。○サポート兼子奈緒：チーム一丸と
なって村の部優勝できたことを嬉しく思います。今年は２連覇もかかっていたので、ドキドキしましたがしっかりと選手をサ
ポートして送り出せたので良かったです。○サポート草野翼：僕は初のサポーターをしっかりできて良かったです。僕は砲丸投
げの選手なので、来年もサポートを頑張ります。○サポート三瓶暖斗：僕は今年１２区のサポートをしました。初めてのふく
しま駅伝だったので、緊張しましたが上手くサポートすることができました。来年は選手として走れるように頑張ります。○サ
ポート草野真輝：僕は13区のサポーターを精一杯やりました。襷を繋いだ先輩達から本気さが伝わってきました。来年も３連覇
に向けて僕も精一杯頑張りたいと思います。○サポート後藤拓真：僕は去年までテレビで見る側でしたが、今回初めてふくしま
駅伝に参加しました。僕にはボアコートの回収等できることがありませんでした。しかし、13区にはベテラン選手が多く、速い
選手の準備の様子を見れて、良い経験になりました。○サポート濱中珠菜：サポーターとしてふくしま駅伝に参加して、来年は
選手として走れるように毎日練習していきたいと思いました。村の部で優勝できたので、来年も優勝できるように仲間と協力し
ながら頑張っていきたいです。○サポート小松克毅：僕は１５区のサポートをしました。女子選手のサポートは初めてでしたが
選手のことを考えて移動ができたと思います。今年も村の部優勝できて嬉しかったです。
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平成30年度泉崎村子ども議会を開催
　１１月１３日（火）村役場議場で平成３０年度泉崎村子ども議会を開催しました。
　本事業は、次世代を担う村の子ども達が「子ども議会」を通じて行政及び村議会の仕組みを学び、自分たちが
暮らす地域について自由な発想や視点から考え、質問することで子どもの主体性を育み、また、意見を村づくり
に反映させることを目的として開催され、今回で２回目です。
　今年度は、泉崎第一小学校及び泉崎第二小学校６年生から選出された１０名の子ども議員の皆さんがそれぞれ
村づくりについて質問し、それに対して村長、担当課長が答弁を行い、その様子を各小学校の児童が傍聴しました。

泉崎村の歴史をめぐるツアーを作ってほしい
　私は、歴史ツアーを作ってもらいたいです。一学期に総合の学習の時間で、泉崎村につ
いて調べました。この時、「原山古墳」や「泉崎横穴」などの歴史的建造物がたくさんあ
ることを初めて知り、泉崎村に住んでいる子ども達や村民以外の人達にもこの歴史的建造
物を知って欲しいと思いました。
　村には「泉崎ふる里探訪」という散歩コースがあるので、これを活かしてツアーを行え
ば、多くの人に泉崎のよさを知ってもらえるのではないでしょうか。

　　　議員より提案をいただきました文化財をめぐるツアーは、村のＰＲにもなり、また、文化財等を大切にし
ようとする機運が高まると考えられます。とても良いアイデアだと思います。泉崎横穴・原山古墳・観音山魔崖
供養塔婆群・踏瀬旧国道松並木・烏峠稲荷神社本殿・関和久遺跡・大網本廟跡などの案内説明を行う村内の史跡
をめぐるツアーについて、どんな方法で行ったらよいか、他の市町村での例を参考にしながら考えてみたいと思
います。

星　愛菜議員(一小)
ほし　 　 あ い な

半澤旺雅議長(一小)
はんざわ おうが

上原菜緒議長(二小)
うえはら な　 お

泉崎第一小学校の児童 泉崎第二小学校の児童

答
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村の音楽祭を復活させてほしい
　泉崎村はスポーツには力を入れていると感じますが、音楽の発表会や演奏が出来る施設
は少ないと感じます。
　以前は「泉崎村音楽祭」というものがあり、私も参加したことがありますが、小さい子
どもから大人まで一緒に音楽を楽しむことができる貴重な機会だったと思います。
　音楽祭を復活させて、泉崎村の人達がもっと音楽を身近に感じる機会を増やしてもらい
たいです。

　　　泉崎村音楽祭は、平成８年から開催されましたが、時代の流れとともに参加団体が少なくなったことなど
から平成２８年９月２１日に開催されました定例教育委員会で、音楽祭を独自に開催することを取り止めること
とし、収穫祭などへの参加を発表の機会としましょうということになりました。
　このような経過を踏まえると、音楽祭を独自に開催することは難しいです。そこで、村敬老会、病院の夏祭り、
収穫祭などを発表の機会としてとらえ、関係機関等と調整を図ってまいりたいと考えております。

中野目柚芭議員(一小)
な か の め ゆ ず は

答

村のシンボルとなるような公園の計画について
　私は、村のシンボルになるような公園があればいいと思います。例えば、自然を活かし
たアスレチックがある公園や、中高年の方もストレッチなどの運動ができる「健康遊具」
がある公園などがあったらよいのではないかと思います。
　そうすることで、公園を利用する年齢層も広がり、世代間の交流になると思います。今
後このような公園を作る計画はありますか。

　　　ご質問をいただきました、村のシンボルとなるような公園の整備について計画があるのかとのことであり
ますが、現時点では、具体的な計画はございません。将来に向けまして、新たな公園の整備が可能かどうか、あ
るいは、既存の公園を充実させていくかなど、佐藤議員の提言を踏まえつつ、今後、検討してまいりたいと考え
ております。

佐藤芽依議員(二小)
さ と う  め　 い

答

メタボの人を減らすためにスポーツ施設を充実させてほしい
　福島県のメタボ該当者と予備軍を併せた割合は、約30％で全国第２位
という結果でした。そこで、さつき公園の近くにスポーツジムを作り、村
民が誰でも利用できるようにすることを提案します。
　加えて、さつき公園にはすでに運動場やプールがありますが、プールが
使えるのが夏だけなのは少し残念なので、屋内プールにすることで、一年
中、幅広い世代の人が利用できると思います。また、さつき公園の近くに
はさつき温泉があるので、その近くにスポーツジム、室内で遊べる施設、屋内プールを作ることで、これまでに
ある施設も有効に活用しながら、健康寿命の長い村になってほしいと考えます。

　　　議員から質問要望のありました、誰でも利用できるスポーツジムの整備については、トレーニングセンター
での運動機械器具の活用が可能か。また、室内で遊べる施設の整備については、場所が遠くなりますが、屋内ゲー
トボール場の床の整備などにより多目的な活用が可能となるのか。いずれも整備には多額の費用がかかりますの
で、国・県からの補助事業の有無や他の市町村の取り組み例などを参考にしながら検討したいと考えます。
　また、屋内プールの整備ですが、水泳プールに上屋を架けることは、プールの利用期間を長くすることができ、
利用者への便宜が図られると考えます。しかし、この整備にも多くの資金を必要としますので、前に述べたように、
既に取り組んでいる市町村の事例を調査し、国や県からの補助事業の活用などを含め、整備できるのかどうか考
えていきます。

高橋真生議員 ／ 
たかはし ま   う

答

草野志温副議長(一小)
く さ の し お ん
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安心して登下校できるようにするためのスクールバスの送迎について
　私の学校では、毎日集団登下校をしています。しかし、最近は登下校時に不審者に声を
かけられる事件や、思いがけない災害などがあり、毎日の登下校に不安を感じることがあ
ります。集団登下校をしても、下校時には最後に１人になってしまう人や家から学校まで
が遠いため、途中まで車で送ってもらっている人もいます。
　アメリカでは防犯のため、スクールバスの利用が多いとのことですが、泉崎村では今後、
スクールバスでの送迎は可能ですか。

　　　緑川優真議員の地区から第二小学校までですと、地図上で３．８km、約４km ありますので、第二小学校の
学区の中でも遠い方になり、特に、低学年のときには、大きなランドセルを背負っての登下校大変だと思います。
　人口減少等により、将来小学校の統廃合が行われることがあれば、通学距離の遠い地区からのスクールバスの
導入が必要となるかと思いますが、現在のところ、スクールバスの導入についは、考えていないのが現状です。
徒歩での通学は、体力の向上につながっているとの情報もありますので、ご家族・地域の皆さんのご協力をいた
だきながら、登下校していただきたいと思います。

緑川優真議員(二小)
みどりかわ ゆ　 ま

答

最後に久保木村長より全体を通して答弁がありました。
泉崎村を巡る歴史ツアーを作ってほしい
　泉崎村に興味を持ち、また、生まれ育ったこの村を
愛されていることうれしく思います。
　開催時期、内容について、検討していきます。また、
ツアーマップ等で効率よく回れるようなことも企画し
ていきます。
村の音楽祭を復活させてほしい
　音楽が好きという気持ちが良く伝わりました。村に
も団体はありますが、休日しか活動できていません。
再度協議し、発表の場について検討していきます。
スポーツ施設を充実させてほしい
　健康についてよく勉強されていますね。福島県が
ワースト２位になっていることはみんなで考えなけれ
ばいけません。施設整備には費用がかさむので、補助
金制度を活用できるよう検討していきます。

村のシンボルとなるような公園の計画について
　世代間で一緒に楽しめる場所として、さつき公園の
近辺にと考えましたが現在場所がありません。泉崎村
の人口減少対策にも理想的なアイデアであると考えて
おりますので検討していきます。
スクールバスの送迎について
　遠くから学校に通う方はとても大変だと思います。
将来的にはスクールバスでの送迎も考えられますが、
現時点では地域のボランティアや学校、教育委員会で
協力して安心して通学出来るよう努めていきます。
ごみの分別収集について
　世界で起こっている出来事に関心を持たれているこ
とに感動しました。ごみの分別は一人ひとりが意識を
して行うことが大切です。皆さんにはこれからもしっ
かりと分別に取り組んでいただきたいと思います。

ごみの分別収集について
　現在、世界ではプラスチックごみによる海の汚染が問題になっています。
　生き物の中にはプラスチックごみとえさの区別ができずに、間違って飲
み込んでしまうものもいるそうです。
　このようなことから、使い捨てのプラスチックストローを使わない取り
組みをするところもでてきました。泉崎村としてプラスチックごみの減量
化という点で、どのように考えたり、対策をとったりしていますか。

　　　質問にありましたプラスチックごみの件でありますが、村独自の対策としては現在のところとられていな
いのが現状です。ごみの処理については、広域圏として対処しています。皆さんが分別して出した物を広域圏で
分別収集を行い、事業者が再商品化していくため、皆がそれぞれの役割を果たしていくことが、ごみの減量と資
源の有効利用に繋がるものと思います。村としても、ごみの減量と資源の有効利用を促進するため、適正な分別
を行うよう住民の皆さんにお知らせしていかなければならないと、考えています。

新田央翔副議長(二小)
に っ た   ひ ろ と

緑川翔輝議員 ／
みどりかわしょうき

答
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泉
崎
村
収
穫
感
謝
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。　

10
月
21
日
㈰
、
「
泉
崎
村
収

穫
感
謝
祭
」
が
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

球
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
秋
晴
れ
の
穏
や
か

な
天
候
に
恵
ま
れ
、
開
会
前
か

ら
、
生
き
く
ら
げ
や
里
芋
、
お

子
様
向
け
お
菓
子
の
無
料
プ
レ

ゼ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
に
は
長
蛇
の

列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
内
で
は
、
毎
年
好
評
と

な
っ
て
い
る
、
村
内
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
に
よ
る
大
鍋
豚

汁
が
無
料
で
振
る
舞
わ
れ
、
閉

会
前
に
無
く
な
る
な
ど
大
好
評

で
し
た
。

みんなでじゃんけん大会菊地幸次商工会長のあいさつ

そば打ちの実演を見ながらの試食カッセイカマンと記念撮影

滑り台も賑わいました。

来場者には様々なプレゼントが配布されました｡

南会津町のブース商工会の皆さん

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

村
内
外
で
活
動
す
る
各
団
体
の

皆
さ
ん
の
素
晴
し
い
ダ
ン
ス
や

演
舞
、
演
奏
が
次
々
と
披
露
さ

れ
会
場
は
大
き
な
拍
手
と
歓
声

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
村
職
員
の
研
修
派
遣

を
き
っ
か
け
に
多
方
面
で
友
好

を
深
め
て
い
る
長
野
県
下
條
村

の
皆
様
に
「
地
域
戦
隊
カ
ッ
セ

イ
カ
マ
ン
」
シ
ョ
ー
と
地
元
特

産
品
（
り
ん
ご
等
の
旬
の
果

物
）
を
、
「
結
協
定
」
の
南
会

津
町
「
南
会
津
観
光
協
会
」
の

皆
様
に
地
元
の
お
い
し
い
地
酒

や
山
菜
を
そ
れ
ぞ
れ
販
売
し
て

い
た
だ
き
、
多
く
の
来
場
者
が

買
い
求
め
、
完
売
す
る
賑
わ
い

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
「
が
ん
ば
る
泉

崎
」
を
応
援
し
て
下
さ
っ
た
長

野
県
下
條
村
、
南
会
津
町
の
皆

様
の
ご
協
力
と
地
元
泉
崎
を
愛

す
る
各
団
体
出
店
者
、
出
演
者

の
ご
理
解
ご
協
力
の
も
と
大
盛

況
で
実
施
す
る
事
が
で
き
関
係

者
の
皆
様
に
は
心
よ
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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献
血
推
進
団
体
表
彰
式
に
て

村
内
事
業
所
が
受
章

　

10
月
10
日
㈬
、
日
本
赤
十

字
社
福
島
県
支
部
で
行
わ
れ

た
平
成
30
年
度
日
本
赤
十
字

社
福
島
県
支
部
献
血
推
進
団

体
表
彰
式
に
お
い
て
、
村
内

事
業
所
が
表
彰
さ
れ
、
岩
通

マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ

株
式
会
社
の
遠
藤
社
長
、
平

栗
総
務
部
長
、
献
血
担
当
の

市
川
様
が
ご
報
告
に
来
庁
し

ま
し
た
。

　

受
章
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。

【
金
色
有
功
章
】

（
献
血
活
動
20
年
）

岩
通
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ

ン
グ
㈱
泉
崎
事
業
所

㈱
朝
日
ラ
バ
ー
福
島
工
場

明
星
電
気
㈱
白
河
工
場

【
銀
色
有
功
章
】

（
献
血
活
動
15
年
）

日
精
㈱
福
島
工
場

わ
が
家
の
ア
イ
デ
ィ
ア

料
理
コ
ン
ク
ー
ル

　

10
月
７
日
㈰
保
健
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
で
「
わ

が
家
の
ア
イ
デ
ィ
ア
料

理
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
審

査
会
が
行
わ
れ
、
10
月

21
日
㈰
の
泉
崎
村
収
穫

感
謝
祭
に
お
い
て
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

で
は
、
ア
イ
デ
ィ
ア
、

食
材
、
味
、
見
た
目
、

手
軽
さ
、
安
価
の
５
項

目
で
審
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
地
場
産
品
を

た
く
さ
ん
使
っ
た
料
理

や
手
軽
に
お
い
し
く
食

べ
ら
れ
る
料
理
な
ど
、

ど
れ
も
ア
イ
デ
ィ
ア
溢

れ
る
素
晴
ら
し
い
作
品

で
し
た
。
受
賞
者
の
皆

さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

来
月
号
よ
り
順
次
、

入
賞
作
品
の
レ
シ
ピ
を

掲
載
し
ま
す
の
で
、
お

楽
し
み
に
。

長
野
県
下
條
村
か
ら
農
産
物

　

役
場
職
員
の
研
修
等
で
お

世
話
に
な
り
、
そ
れ
を
契
機

に
地
域
交
流
を
深
め
、
災
害

時
相
互
応
援
協
定
を
締
結
し

て
い
る
長
野
県
下
條
村
の
有

志
の
皆
様
か
ら
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
と
タ
マ
ネ
ギ
、
カ
ボ
チ
ャ

の
計
245
㎏
余
を
10
月
12
日
㈮

に
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

保
育
所
及
び
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
で
調
理
し
、
給
食
と

し
て
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

【
野
菜
を
寄
贈
さ
れ
た
下
條

村
の
皆
様
】

（
村
長
）
金
田
憲
治
様

（
副
村
長
）
宮
島
俊
明
様

（
村
議
会
議
員
）
塩
沢
道
雄

様
、
細
田
達
三
様
、
宮
嶋
怡

正
様
、
串
原
肇
様
、
福
澤
敏

様
、
熊
谷
政
孝
様
、
串
原
寛

治
様
、
村
松
積
様
、
竹
村
宗

次
様

（
学
校
給
食
地
産
地
消
推
進

グ
ル
ー
プ
）
亀
割
正
子
様
、

伊
藤
和
子
様
、
宮
澤
豁
郎
様

（
役
場
職
員
）
吉
村
善
郎
様

表彰を受ける秋さん

金色有功章を受章した
岩通マニュファクチャリング㈱

学校給食（10/15）：下條村産のタマ
ネギが入った青菜とタマネギのみそ汁

保育所給食（10/12）：下條村産の
カボチャで大学カボチャ

たくさんの野菜に笑顔がいっぱい
給食が楽しみ

賞 応募作品名 出品者
最 優 秀 賞 ハト麦茶のたきこみご飯 秋　迦成さん、綾さん、川村妙子さん
村 長 賞 そばのかりんとう 三瓶暖斗さん、孝夫さん

教 育 長 賞 クエン酸パワーで酷暑を乗り切れ！
簡単さっぱり梅ちらし寿司 須藤咲来さん、茂木淳子さん

夢みなみ農協泉崎支店長賞 大豆入りタコライス 瀧口隆斗さん、とみ子さん
商 工 会 長 賞 オムはるまき 鈴木悠聖さん、奈津美さん
ア イ デ ィ ア 賞 夏野菜の肉巻き 木野内陽斗さん

ア イ デ ィ ア 賞 コンビーフとズッキーニの
スパニッシュオムレツ 佐藤芽依さん、有我京子さん

ア イ デ ィ ア 賞 そうめんトートマンクン 野崎凌一さん
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第
7
回
放
課
後
子
ど
も
教
室

「
こ
と
わ
ざ
か
る
た
・
百
人

一
首
」
体
験

　

10
月
19
日
㈮
第
7
回
泉
崎

村
放
課
後
子
ど
も
教
室
「
こ

と
わ
ざ
か
る
た
、百
人
一
首
」

体
験
活
動
を
第
一
小
学
校

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

ま
し
た
。（
一
小
、二
小
合
同
）

　

１
、２
年
生（
24
名
）が「
こ

と
わ
ざ
か
る
た
」
に
、３
、４
、

５
年
生
（
15
名
）
が
「
百
人

一
首
」
に
そ
れ
ぞ
れ
挑
戦
し

ま
し
た
。

　

読
み
手
は
、「
百
人
一
首
」

を
ス
マ
イ
ル
学
習
塾
長
仲
川

和
洋
さ
ん
、「
こ
と
わ
ざ
か

る
た
」
を
子
ど
も
教
室
サ
ポ

ー
タ
ー
の
中
畑
冨
美
子
さ
ん
、

伊
藤
由
美
子
さ
ん
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
こ
と
わ
ざ
」
を
知
ら
な

い
児
童
や
「
百
人
一
首
」
は

初
め
て
と
い
う
児
童
も
い
ま

し
た
が
、
楽
し
み
な
が
ら
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

少
々
難
易
度
の
高
い
体
験
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、「
こ
と

わ
ざ
」
や
「
百
人
一
首
」
に

親
し
む
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

泉
崎
村
収
穫
祭
で
人
権
啓
発

　

10
月
21
日
㈰
「
泉
崎
村
収

穫
感
謝
祭
」
の
会
場
に
お
い

て
、
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

街
頭
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

　

会
場
に
訪
れ
た
方
々
に
人

権
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を

呼
び
か
け
、
啓
発
物
品
を
配

布
す
る
な
ど
の
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

感
謝
状
贈
呈

　

10
月
29
日
㈪
泉
崎
村
民
生

児
童
委
員
協
議
会
と
泉
崎
村

赤
十
字
奉
仕
団
に
Ｊ
Ｒ
東
日

本
株
式
会
社
よ
り
長
年
の
泉

崎
駅
の
美
化
活
動
に
対
し
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
を
呼
び
か
け

　

10
月
15
日
㈪
村
交
通
安
全

母
の
会
に
よ
る
県
下
一
斉
交

通
安
全
街
頭
活
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
福
島
県
交
通
安
全

母
の
会
主
導
の
も
と
交
通
事

故
防
止
を
呼
び
か
け
る
活
動

で
す
。

　

泉
崎
村
で
は
４
号
国
道
沿

道
に
お
い
て
母
の
会
の
メ
ン

バ
ー
の
方
々
が
自
作
し
た
横

断
幕
を
用
い
て
啓
発
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

3・4・5年生の「百人一首｣

自作の横断幕で啓発する母の会のメンバー

1・2年生の「ことわざかるた｣

人権擁護委員による啓発活動

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

左
か
ら
赤
十
字
奉
仕
団
の
三

村
成
子
委
員
長
、
上
田
賢
一
新

白
河
駅
長
、
民
生
児
童
委
員
協

議
会
の
長
久
保
重
行
会
長
、
同

じ
く
北
澤
正
巳
副
会
長

建築工事などその他
☆気軽に御相談ください。



広報
いずみざき 12

村
民
文
化
祭

　

第
44
回
泉
崎
村
民
文
化
祭

は
10
月
25
日
㈭
～
10
月
27
日

㈯
の
３
日
間
、
文
化
祭
週
間

と
し
村
中
央
公
民
館
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

25
日
㈭
、
26
日
㈮
は
、
幼

稚
園
年
長
児
を
始
め
来
場
者

は
ゆ
っ
く
り
と
数
々
の
作
品

を
鑑
賞
し
た
後
、
呈
茶
の

サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
に
立
ち

寄
り
心
を
落
ち
着
か
せ
る
と

と
も
に
「
芸
術
の
秋
」
を
満

喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

27
日
㈯
は
体
験
コ
ー
ナ
ー

や
い
ず
み
ざ
き
・
プ
チ
マ
ル

シ
ェ
、
福
祉
バ
ザ
ー
、
そ
し

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
や
国
際
交
流
協
会
等
の

出
店
も
子
供
か
ら
大
人
ま
で

賑
わ
い
、
大
盛
況
の
文
化
祭

で
し
た
。

村
民
文
化
祭
表
彰
式

　

村
民
文
化
祭
の
表
彰
式
は

11
月
22
日
㈭
村
中
央
公
民
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
展
数
、
千
点
の
作
品
の

中
か
ら
選
ば
れ
た
受
賞
者
に

対
し
賞
状
と
記
念
品
な
ど
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
表
彰
式
に
は
約
20

名
の
受
賞
者
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。

【
村
長
賞
】

絵
画
部
門

中
畑　

莉
乃（
幼
稚
園
年
長
）

若
園　

修
青（
一
小
６
年
）

緑
川　

優
真（
二
小
６
年
）

穂
積　

育
実（
中
学
３
年
）

様々な作品が出品されました

作品を鑑賞する来場者

知事許可（般-27）第27330号　（労大臣認）１級建築塗装技能士

☎・泉崎５３－４０６６・ＦＡＸ２１－６６７８

随時・社員（見習い可）募集中  /  社会・厚生年金・雇用保険有り

塗装【ペンキ】工事
住宅からビルデング
まで工場・オフィス
店舗・内外塗装工事

＊見積り無料
   （新築・リフォームも）
　お電話お待ちしております

看板の事なら何でも
福島県屋外広告業届出　第 30015 号

〠969-0101　福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字寺前 71
TEL・FAX　0248-53-4355

小林工芸
(     ) (    　　  )看板 　　　　エアーブラシ設計
施工

アンドン
イラスト、他

習
字
部
門

大
木　

康
平（
一
小
６
年
）

木
野
内
和
奏（
二
小
５
年
）

半
澤　

蒼
良（
中
学
２
年
）

一
般
部
門　
　

岡
部　

和
美

高
齢
者
部
門　

小
林
百
合
子

盆
栽
部
門　
　

本
柳　

廣
美

菊
花
部
門　
　

星　
　

義
信

【
議
会
議
長
賞
】

絵
画
部
門

関
根　

叶
恋（
幼
稚
園
年
中
）

佐
々
木
哲
也（
一
小
５
年
）

緑
川　

流
登（
二
小
２
年
）

佐
藤　

唯
人（
中
学
３
年
）

習
字
部
門

中
野
目
美
咲（
一
小
５
年
）

根
本
菜
々
美（
二
小
６
年
）

山
本　

未
來（
中
学
２
年
）

一
般
部
門　
　

古
宇
田
訓
子

高
齢
者
部
門　

鈴
木　

重
夫

盆
栽
部
門　
　

有
賀　

国
喜

菊
花
部
門　
　

木
村　

定
夫

【
教
育
長
賞
】

絵
画
部
門

佐
川　

楓
乃（
幼
稚
園
年
少
）

吉
田　

心
音（
一
小
４
年
）

中
山
千
衣
里（
二
小
４
年
）

臼
井　

美
和（
中
学
３
年
）

習
字
部
門

中
野
目
汐
璃（
一
小
４
年
）

宗
形
麻
里
衣（
二
小
５
年
）

井
戸
沼
瑠
美（
中
学
３
年
）

一
般
部
門　
　

半
澤　

玲
子

高
齢
者
部
門　

大
森　

芳
子

盆
栽
部
門　
　

野
崎　

安
博

菊
花
部
門　
　

小
針　

晶
一

【
中
央
公
民
館
長
賞
】

絵
画
部
門

石
井
優
萌
華（
幼
稚
園
年
長
）

秋　
　

亮
成（
一
小
３
年
）

板
敷　
　

煌（
二
小
１
年
）

佐
藤　

夢
来（
中
学
２
年
）

習
字
部
門

伊
藤　

妃
由（
一
小
３
年
）

穂
積　

竜
司（
二
小
４
年
）

國
井　

里
歩（
中
学
１
年
）

一
般
部
門　
　

北
住　

仲
子

　
　
　
　
　
　

中
畑
冨
美
子

高
齢
者
部
門

 

瀬
知
房
老
人
ク
ラ
ブ

盆
栽
部
門　
　

渡
部　

芳
郎

菊
花
部
門　
　

古
宇
田
榮
増

【
文
化
協
会
長
賞
】

絵
画
部
門

鈴
木
萌
々
佳（
幼
稚
園
年
中
）

小
山　

愛
莉（
一
小
２
年
）

菊
地　

凜
香（
二
小
３
年
）

後
藤　

拓
真（
中
学
２
年
）

習
字
部
門

大
野　

結
夢（
一
小
２
年
）
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村
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会

バ
ザ
ー
協
力
の
御
礼

　

村
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会

は
10
月
27
日
㈯
に
行
わ
れ
た

村
民
文
化
祭
に
て
「
第
35
回

福
祉
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

災
害
、
教
育
支
援
募
金

　

村
国
際
交
流
協
会
で
は
世

界
の
国
々
の
災
害
援
助
や
学

校
教
育
支
援
を
目
的
と
し
、

募
金
活
動
を
始
め
、
今
年
で

４
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今

年
は
、「
役
場
」「
図
書
館
」「
中

央
公
民
館
」「
カ
ン
ト
リ
ー

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
の
窓
口
に
募

金
箱
を
設
置
し
、
い
ず
み
ざ

き
・
マ
ル
シ
ェ
や
村
民
文
化

祭
で
募
金
活
動
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

皆
様
の
善
意
に
よ
り
、
お

陰
様
で
総
額
２
９
，
４
１
８

円
の
募
金
収
益
金
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

国
際
交
流
会
員
一
同
心
よ

り
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お客さんで賑わうバザー

募金活動をする会員

駒
橋　
　

馨（
二
小
６
年
）

星　
　

貞
樹（
中
学
２
年
）

一
般
部
門　
　

加
藤　

晶
子

　
　
　
　
　
　

廣
橋　

美
子

高
齢
者
部
門　

会
田　

タ
ツ

盆
栽
部
門　
　

本
柳　

廣
美

菊
花
部
門　
　

中
野
目
綾
子

【
商
工
会
長
賞
】

絵
画
部
門

尾
股　

美
海（
幼
稚
園
年
少
）

深
谷　

凜
桜（
一
小
１
年
）

木
野
内
和
奏（
二
小
５
年
）

菊
地　

美
裕（
中
学
２
年
）

習
字
部
門

渡
部　

雄
翔（
一
小
１
年
）

小
針　
　

漣（
二
小
３
年
）

菊
地　

未
結（
中
学
３
年
）

【
福
島
民
報
社
賞
】

絵
画
部
門

佐
藤　

蓮
桜（
幼
稚
園
年
長
）

半
澤　

旺
雅（
一
小
６
年
）

上
原　

菜
緒（
二
小
６
年
）

関
根　
　

碧（
中
学
１
年
）

習
字
部
門

大
野　

翔
輝（
一
小
５
年
）

菊
地
友
里
愛（
二
小
２
年
）

小
林　

真
緒（
中
学
１
年
）

【
福
島
民
友
新
聞
社
賞
】

絵
画
部
門

矢
吹　
　

斗（
幼
稚
園
年
中
）

野
﨑　
　

漣（
一
小
５
年
）

伊
藤　

桜
空（
二
小
２
年
）

草
野　
　

翼（
中
学
１
年
）

習
字
部
門

中
野
目
ひ
ま
り(

一
小
６
年)

渡
邊　
　

碧（
二
小
１
年
）

渡
辺　
　

想（
中
学
３
年
）

【
特
別
賞
】

介
護
老
人
保
健
施
設
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ケ
ア
セ
ン

タ
ー

【
日
赤
県
支
部
長
賞
】

高
齢
者
部
門　

芳
賀
サ
ダ
子

【
日
赤
県
南
地
区
長
賞
】

高
齢
者
部
門　

高
田
い
久
子

【
県
老
連
会
長
賞
】

高
齢
者
部
門　

岡
部
ミ
ト
リ

【
郡
老
連
会
長
賞
】

高
齢
者
部
門　

秋
山　

節
子

【
村
老
連
会
長
賞
】

高
齢
者
部
門　

橋
本　

里
江

　

村
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
て
大
盛
況
に
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
、
お
陰
様
で
リ

サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
売
上
総
額

は
９
２
，
２
６
８
円
と
な
り

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
善
意

を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
売
上
金
の
一
部
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
ケ
ア
ハ

ウ
ス
泉
崎
、
さ
つ
き
の
郷
へ

寄
付
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

残
り
の
売
上
金
は
婦
人
団
体

連
絡
協
議
会
の
運
営
資
金
に

充
当
し
、
事
業
活
動
資
金
と

し
て
活
用
い
た
し
ま
す
。
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村
青
少
年
健
全
育
成
図
画
コ

ン
ク
ー
ル
表
彰
式

　

11
月
９
日
㈮
役
場
村
民

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
青
少
年

健
全
育
成
図
画
コ
ン
ク
ー
ル

「
家
族
の
き
ず
な
」
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
受
賞
児
童
に

健
全
育
成
村
民
会
議
会
長
よ

り
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

本
事
業
は
、
子
ど
も
達
が

家
族
と
の
つ
な
が
り
や
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切

さ
や
素
晴
ら
し
さ
を
再
確
認

す
る
機
会
と
し
て
、
ま
た
、

本
村
に
お
け
る
青
少
年
の
健

全
育
成
を
推
進
す
る
契
機
と

し
て
、「
家
族
の
き
ず
な
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
図
画
作
品

を
募
集
し
て
お
り
、
今
年
度

は
計
356
点
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。

最
優
秀
賞（
会
長
賞
）

加
藤　
　

澪（
一
小
６
年
）

優
秀
特
別
賞（
副
会
長
賞
）

小
松　
　

蓮（
二
小
３
年
）

優
秀
特
別
賞（
教
育
長
賞
）

菊
地
友
里
愛（
二
小
２
年
）

優
秀
賞

渡
邊　

咲
姫（
二
小
２
年
）

中
目　

有
咲（
一
小
３
年
）

受賞した児童の皆さん

寄附金を手渡す梅宮氏（右)

梅
宮
吉
男
氏
よ
り
５
度
目
の

寄
附

　

11
月
９
日
㈮
村
内
在
住
の

梅
宮
吉
男
氏
よ
り
多
額
の
ご

寄
附
が
あ
り
、
役
場
村
長
室

に
て
久
保
木
村
長
へ
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

梅
宮
氏
に
よ
る
本
村
へ
の

寄
附
は
平
成
26
年
度
か
ら
続

ア
ロ
マ
＆
ハ
ー
ブ
教
室
開
催

　

ハ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
教
室
第

３
部
（
11
、
12
月
期
）
は
白

河
市
在
住
の
片
山
宏
美
先
生

を
講
師
に
お
迎
え
し
、
ア
ロ

マ
と
ハ
ー
ブ
に
つ
い
て
学
ん

で
い
き
ま
す
。

　

そ
の
１
回
目
と
な
る
教
室

を
11
月
10
日
㈯
村
中
央
公
民

館
で
開
催
し
、「
自
然
素
材

を
使
っ
た
リ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム

と
バ
ー
ム
（
軟
膏
）
作
り
」

を
行
い
ま
し
た
。

　

材
料
と
な
る
シ
ア
バ
タ
ー
、

ア
ー
モ
ン
ド
オ
イ
ル
、
ミ
ツ

ロ
ウ
や
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
オ

イ
ル
（
精
油
）
の
芳
香
の
働

き
な
ど
様
々
な
効
能
を
学
び
、

今
回
作
る
リ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム

と
バ
ー
ム
は
保
湿
力
が
高
く
、

全
身
ど
こ
に
で
も
使
用
可
能

で
、
特
に
シ
ワ
や
乾
燥
な
ど

の
エ
イ
ジ
ン
グ
ケ
ア
に
繋
が

る
と
の
説
明
を
受
け
た
受
講

生
か
ら
は
喜
び
の
笑
み
が
こ

ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

工
程
は
計
っ
た
材
料
を
ビ

ー
カ
ー
に
入
れ
湯
せ
ん
で
溶

か
し
、
容
器
に
入
れ
る
簡
単

な
も
の
で
し
た
が
、
素
敵
な

香
り
に
包
ま
れ
な
が
ら
の
作

駒
橋　
　

馨（
二
小
６
年
）

佳
作

溝
口　

響
生（
一
小
１
年
）

中
畑　

結
希（
一
小
２
年
）

深
谷　

和
花（
二
小
１
年
）

中
山
千
衣
里（
二
小
４
年
）

緑
河
の
の
か（
二
小
４
年
）

半
澤　

旺
雅（
一
小
６
年
）

木
野
内
和
奏（
二
小
５
年
）

秋　
　

迦
成（
一
小
５
年
）

深
澤
妃
奈
乃（
二
小
３
年
）

け
て
５
度
目
で
、
こ
れ
ま
で

新
庁
舎
の
建
設
費
や
図
書
の

購
入
費
に
充
て
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
は
「
梅

宮
吉
男
文
庫
コ
ー
ナ
ー
」
を

設
け
、
泉
崎
図
書
館
に
計
887

冊
、
泉
崎
幼
稚
園
に
計
447
冊

の
図
書
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
内
、
泉
崎
図
書
館
に

配
置
の
図
書
に
つ
い
て
は
、

一
般
公
開
し
て
い
る
ほ
か
、

各
学
校
に
学
級
文
庫
と
し
て

貸
出
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
梅
宮
氏
か
ら
、

寄
附
金
は
図
書
購
入
費
用
の

一
部
に
し
て
欲
し
い
と
の
要

望
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
村

で
は
よ
り
幅
広
い
年
代
の
子

ど
も
達
が
楽
し
め
る
図
書
の

購
入
を
考
え
て
い
ま
す
。

業
は
日
常
を
忘
れ
、
心
穏
や

か
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

次
回
は
楽
し
く
試
飲
を
し

な
が
ら
効
能
を
学
ぶ
「
メ

デ
ィ
カ
ル
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
」

教
室
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

初
め
て
の
体
験
に
ワ
ク
ワ
ク
！

講
師
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾

け
る
受
講
生
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泉
崎
村
芸
能
発
表
会

　

11
月
11
日
㈰
村
中
央
公
民

館
に
お
い
て
泉
崎
村
芸
能
団

体
連
絡
協
議
会
主
催
の
「
芸

能
発
表
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

出
演
者
は
華
や
か
な
ス
テ

ー
ジ
衣
装
に
身
を
包
み
歌
や

踊
り
な
ど
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
披
露
し
ま
し
た
。
今
回

は
泉
崎
村
中
学
校
器
楽
部

（
１
、２
年
生
）
が
参
加
し
、

弦
楽
器
の
や
わ
ら
か
い
音
色

を
響
か
せ
来
場
者
の
心
を
包

み
こ
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
太
田
川
念
佛
踊
保

存
会
の
子
供
た
ち
の
踊
り
が

会
場
を
和
ま
せ
、
更
に
特
別

出
演
の
久
保
木
村
長
に
よ
る

歌
が
披
露
さ
れ
る
な
ど
終
始

会
場
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

花
い
っ
ぱ
い
運
動
コ
ン
ク
ー

ル
表
彰
式

　

11
月
９
日
㈮
役
場
村
民
ホ

ー
ル
に
お
い
て
、
花
い
っ
ぱ

い
運
動
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
参
加
は
40
団
体

で
、
村
内
各
所
に
約
２
万
本

の
花
が
咲
き
誇
り
ま
し
た
。

　

来
年
も
、
多
数
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

特
選
、
金
賞
、
銀
賞
の
受

賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
特
選
】

八
雲
花
壇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

会
、
㈱
福
南
建
設
、
八
雲
会
、

白
河
通
運
㈱
、
泉
崎
第
一
小

学
校
、
踏
瀬
老
人
ク
ラ
ブ
、

太
田
川
老
人
ク
ラ
ブ
、
山
寺

花
友
の
会
、
泉
崎
第
二
小
学

校
、
泉
崎
村
商
工
会

【
金
賞
】

泉
崎
村
保
育
所
、
㈱
京
葉
興

業
、
三
菱
ふ
そ
う
ト
ラ
ッ
ク

バ
ス
㈱
東
北
ふ
そ
う
白
河
支

店
、
ノ
ー
ベ
ル
、
泉
崎
村
児

童
館
、
泉
崎
幼
稚
園
、
泉
崎

村
中
央
公
民
館
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
さ
つ
き
の
郷
、

烏
峠
の
自
然
を
守
る
会

保
育
所
で
福
島
ト
ヨ
ペ
ッ
ト

主
催
の
親
子
交
通
安
全
教
室

　

11
月
９
日
㈮
保
育
所
ホ
ー

ル
で
乳
幼
児
家
庭
教
育
学

級
と
保
育
参
加
の
一
環
と

し
て
、
福
島
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
と

福
島
キ
ッ
ズ
マ
ン
に
よ
る
親

子
交
通
安
全
教
室
が
行
な
わ

れ
、
保
育
所
児
と
保
護
者
約

150
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

キ
ッ
ズ
マ
ン
が
音
楽
と
共

に
登
場
す
る
と
、
子
ど
も
達

は
少
し
び
っ
く
り
し
た
表
情

で
し
た
。
そ
の
後
、
大
型
絵

本
に
よ
る
交
通
ル
ー
ル
の
話

泉崎中学校器楽部（１・２年生)

代表受賞　特選
八雲花壇ボランティアの会

車には気をつけてね！福島キッズマン！

を
聞
い
た
り
、「
信
号
ま
も

ろ
う
Ｚ
！
」
の
リ
ズ
ム
を
一

緒
に
踊
る
こ
と
で
交
通
安
全

に
対
し
て
の
大
切
さ
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
記
念
撮
影
や
キ
ッ

ズ
マ
ン
の
皆
さ
ん
と
ハ
イ

タ
ッ
チ
を
し
て
も
ら
い
動

物
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
反
射
材

の
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
い
た
だ
い

て
大
喜
び
の
子
ど
も
達
で
し

た
。

プリザーブドフラワー・ギフト販売・ハーバリウム教室

モント　　　　　　　　　　　ブレチア

営業　月・水・金・土　10：00～17：00

【
銀
賞
】

瀬
上
花
愛
好
会
、
関
和
久
宿

老
人
ク
ラ
ブ
、
堂
ノ
下
環
境

保
全
会
、
岩
通
マ
ニ
ュ
フ
ァ

ク
チ
ャ
リ
ン
グ
㈱
、外
ノ
入
・

中
ノ
内
自
治
組
合
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村
功
労
者
表
彰

　

11
月
９
日
㈮
村
役
場
村
民

ホ
ー
ル
で
功
労
者
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
社
会
福
祉
功
労

で
は
長
年
に
わ
た
り
介
護
予

防
、
認
知
症
予
防
の
た
め
和

太
鼓
の
指
導
員
と
し
て
活
躍

し
た
熊
田
千
代
子
氏
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

善
行
功
労
で
は
昨
年
泉
崎

図
書
館
の
図
書
購
入
資
金
と

し
て
多
額
の
金
員
を
寄
附
さ

れ
た
梅
宮
吉
男
氏
と
同
じ
く

昨
年
教
育
費
振
興
基
金
と
し

て
多
額
の
金
員
を
寄
附
さ
れ

た
株
式
会
社
京
葉
興
業
代
表

取
締
役
鈴
木
宏
和
氏
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

山
本
涼
太
さ
ん
東
北
大
会
へ

　

11
月
９
日
㈮
全
日
本
Ｕ
ー

15
フ
ッ
ト
サ
ル
選
手
権
東
北

大
会
に
出
場
す
る
山
本
涼
太

さ
ん
（
泉
崎
中
１
年
、
Ｆ
Ｃ

レ
ガ
ッ
テ
所
属
）
の
激
励
会

が
行
わ
れ
、
箭
内
副
村
長
よ

り
激
励
金
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。

　

山
本
さ
ん
の
所
属
す
る
Ｆ

Ｃ
レ
ガ
ッ
テ
は
先
日
の
福
島

県
大
会
で
優
勝
し
東
北
大
会

の
出
場
権
を
獲
得
し
全
国
大

会
出
場
を
目
指
し
て
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。

　

東
北
大
会
は
11
月
17
日
に

郡
山
市
の
西
部
第
二
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
県

大
会
出
場

　

11
月
10
日
㈯
伊
達
市
で
開

催
さ
れ
た
福
島
県
中
学
生
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
県
南
地

区
大
会
を
勝
ち
抜
い
た
泉
崎

中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が

出
場
し
ま
し
た
。

　

出
場
に
先
立
ち
11
月
７
日

㈬
に
役
場
村
長
室
で
激
励
金

の
交
付
式
が
行
わ
れ
、
久
保

木
村
長
か
ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
長
の
佐
藤
夢
来
さ
ん
に
激

励
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

激
励
金
を
受
け
取
っ
た
佐

藤
さ
ん
は
大
会
へ
の
抱
負
を

語
り
、活
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

東北大会に出場する山本さん（左)

前列中央左から㈱京葉興業福島支店長の
大柳氏、熊田氏、梅宮氏

激励金を受け取った佐藤さん（中央)

川
　
柳

今
日
こ
そ
は
楽
し
く
過
ご
す
我
が
望
み

お
菓
子
箱
心
の
つ
も
る
詰
め
合
わ
せ　
　
　
　

須
藤　

節
子

年
な
り
の
望
み
見
つ
け
て
今
日
も
過
ぎ

ど
ち
ら
と
も
本
音
建
て
前
語
る
ま
い　
　
　
　

塚
田　

照
子

吾
が
望
み
随
筆
書
い
て
残
し
た
い

本
音
で
す
出
掛
け
る
前
に
旅
思
う　
　
　
　
　

秋
山　

典
邦

健
康
で
望
み
あ
る
よ
う
過
ご
し
た
い

正
直
に
本
音
で
話
す
我
が
思
い　
　
　
　
　
　

金
沢
ミ
サ
子

我
が
望
み
夢
は
大
き
く
胸
を
は
る

気
兼
ね
な
く
本
音
で
話
す
友
と
居
る　
　
　
　

菊
地　

汀
舟

俚
　
謡

庭
に
咲
い
て
る
桔
梗
の
花
に

　
　
　
　
　

遠
い
古
里
ふ
と
思
う　
　
　
　
　

須
藤　

節
子

母
の
故
郷
戸
隠
の
里
に

　
　
　
　
　

な
で
し
こ
桔
梗
乱
れ
咲
く　
　
　

塚
田　

昭
子

桔
梗
の
花
が
貴
族
の
よ
う
に

　
　
　
　
　

汚
れ
知
ら
ず
に
咲
い
て
い
る　
　

秋
山　

典
邦

秋
に
咲
く
花
紫
桔
梗

　
　
　
　
　

凛
と
た
た
ず
み
何
思
う　
　
　
　

金
沢
ミ
サ
子

す
す
き
コ
ス
モ
ス
桔
梗
の
花
と

　
　
　
　
　

心
安
ら
ぐ
散
歩
道　
　
　
　
　
　

菊
地　

汀
舟

成
人
学
級　

文
芸
ク
ラ
ブ
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月 火 水 木 金 土 日

午　前
受付時間
8：30～
11：30

小林利男
整形外科・内科

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科

総合南東北病院
心臓血管外科

休

診

内藤　梓
消化器内科・外科 

内藤　梓
消化器内科・外科

小林奈美江
眼科

12/7.21.28診療

内藤　梓
消化器内科・外科

第2.4.5土曜日診療
八木正樹

小児科
12/13のみ診療

午　後
受付時間

13：30～
16：00

北原正樹
内科・形成・皮膚・禁煙

内藤　梓
消化器内科・外科 

内藤　梓
消化器内科・外科

内藤　梓
消化器内科・外科

内藤　梓
消化器内科・外科

小林利男
整形外科・内科
第1土曜日診療

小林利男
整形外科・内科

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科

第2.4.5土曜日診療
緑川博文

心臓血管外科
12/3のみ診療

八木正樹
小児科

12/13のみ診療

小鹿山博之
内科・脳外科

第３土曜日のみ診療

※都合により診療時間や医師の変更がある場合がありますので、詳しい診療案内等は当診療所へお電話にてお問い合わせください。
※水曜日の受付は 14時30分までとなります。
※日曜・祝祭日・年末年始の休日の当番医は☎0248-23-9909（しらかわ情報センター）で確認いただけます。
 問い合わせ　泉崎南東北診療所　☎0248-53-2415

第１月曜日午後
（14：00 ～ 16：30）

診療所外来12月担当医
※ 12月14日（金）は眼科が休診となります。
※ 12月30日（日）から1月3日（木）までは年末年始のため休診となります。

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

泉
崎
南
東
北
診
療
所
で
は
、
毎
週
火
曜
日

と
木
曜
日
に
小
林
利
男
先
生
に
よ
る
整
形
外

科
の
外
来
診
療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
詳
し

く
は
受
付
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
泉
崎
南
東
北
公
開
講
座
の
お
知
ら
せ

〇
日
時　

12
月
15
日
㈯

〇
開
場　

13
：
30

〇
講
演　

14
：
00
～
15
：
00

〇
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

集
団
検
診
室

〇
演
題　
「
外
科
救
急
の
意
外
な
５
つ
の
話
」

〇
講
師　

総
合
南
東
北
病
院

　
　
　
　

外
科　

佐
藤
直
先
生

■
骨
粗
し
ょ
う
症
の
お
話

　

10
月
20
日
㈯
、
泉
崎
村
保
健
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
で
泉
崎
南
東
北
診
療
所
所
長
（
整
形

外
科
）
の
小
林
利
男
先
生
よ
り
「
骨
粗
し
ょ

う
症
の
お
話
」
と
題
し
た
講
演
を
行
い
ま
し

た
。

　
″
骨
粗
し
ょ
う
症
″
と
は
、
原
発
性
と
続

発
性
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
、
骨
が
減
っ
て
骨

折
し
や
す
い
状
態
に
あ
る
病
気
で
す
。
65
歳

を
過
ぎ
る
と
骨
粗
し
ょ
う
症
に
よ
る
「
い
つ

の
ま
に
か
骨
折
」の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
、

骨
折
の
起
こ
り
や
す
い
部
位
に
は
胸
椎
椎

体
、
腰
椎
椎
体
、
大
腿
骨
頸
部
、
手
関
節
な

ど
が
あ
る
こ
と
、
寝
た
き
り
の
原
因
と
し
て

脳
卒
中
、
認
知
症
、
老
衰
、
関
節
疾
患
、
骨

折
転
倒
が
あ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
ス
ラ
イ

ド
を
使
っ
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

骨
粗
し
ょ
う
症
の
治
療
と
し
て
、
現
在
食

事
療
法
、
運
動
療
法
、
薬
物
療
法
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
早
期
診
断
の
た
め
に
50
歳
を

過
ぎ
た
ら
「
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
（
骨
密
度

測
定
、
骨
代
謝
マ
ー
カ
ー
の
測
定
、
骨
強
度

の
検
査
）」
を
受
け
る
の
が
望
ま
し
い
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
若
い
時
か
ら
骨
の
貯
金
を
し
て
お
く

こ
と
、
一
日
に
約
600
㎎
以
上
の
カ
ル
シ
ウ
ム

を
摂
取
す
る
こ
と
、
日
光
浴
を
す
る
こ
と
、

朝
夕
２
回
で
一
日
８
０
０
０
歩
を
目
標
に
散

歩
す
る
こ
と
な
ど
が
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防

に
な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
参
加
者
は
熱
心
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保健福祉総合センター　☎５４・１３３５

お酒と上手に付き合いましょう

乳がん検診（追加検診）のお知らせ ≪完全予約制≫

年末年始の時期になり、何かとお酒を飲む機会が増えてきます。
あなたは、お酒の量が増えていませんか？
お酒は、飲み方によっては、肥満や肝機能障害など生活習慣病のリスクを高め、アルコール依存症などの心や身
体に影響を及ぼします。この機会に飲酒について考えてみましょう。

お酒の悪影響を少なくするため、適正な飲み方をしましょう。
１．節度のある適度の飲酒量を守る。
　　男性：１日平均純アルコール約２０ｇ程度
　　女性：男性の１/2～1/3程度
　　※純アルコール（ｇ）＝アルコール度数（％）×飲酒量（ml）×0.8
２．食べながら、ゆっくり飲む
３．休肝日をとる（３日に１日が目安）
４．薬と一緒にお酒を飲まない
５．飲酒後の運動や入浴は要注意

お酒を飲み続けると
お酒を大量に飲み続けると、次第に酔えなくなり、お酒の量が増えていきます。
そして、お酒の誘惑に抵抗することが困難となります。（アルコール依存症の状態）

　《アルコール依存症自己チェック (CAGEテスト）》
　□あなたは今までに、飲酒を減らさなければいけないと思ったことはありますか？
　□あなたは今までに、飲酒を批判されて腹が立ったり、いらだったことがありますか？
　□あなたは今までに、飲酒に後ろめたい気持ちや罪悪感を持ったことがありますか？
　□あなたは今までに、朝酒や迎え酒を飲んだことがありますか？

２項目以上該当する人は、アルコール依存症の疑いがあります。
まずはお酒を控えましょう。そして、専門医や専門機関に相談しましょう。

平成３０年度の乳がん検診を受けられなかった方を対象に追加検診を実施します。
◇日　　　時　平成３１年１月３０日（水）
　　　　　　　（受付時間）午前９時～１０時、午後１時～１時３０分
◇場　　　所　泉崎村保健福祉総合センター
◇対　象　者　４０歳以上の女性で、平成３１年３月３１日までに偶数年齢に達する方。
　　　　　　　※平成２９年度・３０年度に乳がん検診を受診された方は受けられません。
◇申込み方法　平成３０年１２月１２日（水）～１２月２５日（火）に保健福祉総合センターまでお申し込みください。
　　　　　　　（人数制限あり）
※詳しくは、配布されたチラシをご覧になるか、保健福祉総合センターにお問い合わせください。
＜申込み・問い合わせ先＞　保健福祉総合センター　電話　５４－１３３５

《純アルコール約２０ｇのおおよその目安》
　ビ ー ル １缶（500ml）　　　　日本酒　１合（180ml）
　ウイスキー　ダブル１杯（60ml）　　ワイン　小グラス２杯（240ml）
　チューハイ　１缶（350ml）　　　　焼　酎　コップ半分（90ml）
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　  泉崎図書館
☎５３・４７７９

図書館行事

図書館からのお知らせ

TEL&FAX  0248-21-5143
〒969-0103　泉崎村大字北平山字下原25-1

白河装美白河装美ハウスクリーニング

お客様の喜び

　10月28日（日）に図書館2階研修室にて「秋のスペシャルおはなし会」を開催しました。今回はハロウィンとい
うことで、ＡＬＴのクリスティーナ先生、サラ先生、村内在住の山口煕彩さんを講師に英語での読み聞かせやビンゴ
大会を行い子どもたちは真剣に、そして楽しく英語と触れ合っていました。最後に子どもたちは一人一人先生たちに
「トリックオアトリート！（お菓子をくれなきゃいたずらするぞ！）」と言いお菓子をもらいました。子どもたちか
らは「楽しかった！」との感想がきけました。

　10月31日（水）に第二小学校2年生19名が図書館見学に来ました。子どもたちは大型紙芝居や大型絵本による読み
聞かせを楽しみました。その後、「図書館はどんな仕事をしているのか」をテーマに考えてきた質問をしました。い
ろいろな質問があり図書館の仕事を理解してくれたようです。資料館も見学し横穴壁画や埴輪に興味を示していまし
た。これからもたくさん図書館を利用して欲しいと思います。

・12月25日（火）13：30～図書館2階研修室にてクリスマスお楽しみ映画会を開催します。入場料は無料です。時間
　までにきてください。
・12月29日（土）～１月４日（金）まで年末年始のため休館となります。１月５日（土）から通常開館となります。
　休館中の返却は、返却ポストをご利用ください。

　11月８日（木）に保健福祉センターで行われた６～８か月児健康相談でブックスタートを行いました。絵本を保護
者と赤ちゃんのふれあいのツールのひとつとして活用していただくために、読み聞かせを体験した後にプレゼントし
ています。ご家庭でも絵本を楽しんでいただきたいです。
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問
泉
崎
村
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
５
５
５

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で

は
、
返
済
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の

借
金
を
抱
え
、
お
悩
み
の
方
々

か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

借
金
の
状
況
を
お
聞
き
し
、

必
要
に
応
じ
弁
護
士
・
司
法
書

士
な
ど
の
専
門
家
に
引
継
ぎ
を

行
い
ま
す
。
秘
密
厳
守
、
相
談

無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
国
や
県
の
登
録
を
受

け
ず
に
貸
金
業
を
営
む
、
い
わ

ゆ
る
「
ヤ
ミ
金
融
」
業
者
に
は

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ご
利

用
さ
れ
て
い
る
貸
金
業
者
の
登

録
状
況
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

や
不
正
に
利
用
さ
れ
て
い
る
預

貯
金
口
座
に
関
す
る
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
相
談
窓
口

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
理
財

課
（
福
島
市
）

◆
受
付
時
間

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
、
年

末
年
始
除
く
）

８
：
30
～
12
：
00
、
13
：
00
～

16
：
30

　

心
理
士
に
よ
る
心
の
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

心
の
悩
み
で
お
悩
み
の
方
、

又
は
そ
の
家
族
の
方
は
こ
の
機

会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
前
の
予
約
が
必
要

で
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

応
相
談

◆
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー

問
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
３
３
５

　

村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
心

配
な
こ
と
が
あ
っ
て
困
っ
て
い

る
方
の
た
め
に
、
毎
月
第
２
土

曜
日
に
心
配
ご
と
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

12
月
８
日
㈯

　
　
　
　

10
：
00
～
12
：
00

◆
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー

◆
相
談
員　

村
民
生
委
員

　

溝
井
文
男
・
深
谷
ゆ
き
江

問
財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
理

財
課

☎
０
２
４
・
５
３
３
・
０
０
６
４

（
多
重
債
務
相
談
窓
口
専
用
）

【
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
と
は
？
】

　

幼
少
時
の
集
団
予
防
接
種
に

よ
り
Ｂ
型
肝
炎
に
感
染
し
た
と

認
め
ら
れ
る
患
者
に
対
し
病
態

に
応
じ
て
50
万
円
～
３
６
０
０

万
円
の
給
付
金
等
が
支
払
わ
れ

る
制
度
で
す
。
た
だ
し
、
給
付

を
受
け
る
た
め
に
は
、
国
を
相

手
に
し
て
訴
訟
を
し
て
根
拠
に

基
づ
き
救
済
要
件
に
該
当
す
る

こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
国
と

和
解
等
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

◆
開
催
日

　

１
月
21
日
㈪

◆
時
間　

10
：
00
～
19
：
00

◆
内
容　

Ｂ
型
肝
炎
被
害
対
策

東
北
弁
護
団
が
、
Ｂ
型
肝
炎
訴

訟
に
つ
い
て
、
弁
護
士
に
よ
る

無
料
電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。

◆
対
象　

Ｂ
型
肝
炎
患
者
又
は

そ
の
ご
家
族

◆
電
話
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
２
２
・
７
２
１
・
１
０
９
１

☎
０
２
２
・
７
２
１
・
１
０
９
２

問
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
東
北
弁
護
団

事
務
局

☎
０
１
２
０
・
７
６
・
０
１
５
２

Ｑ　

30
年
前
に
亡
く
な
っ
た
祖

父
名
義
の
土
地
に
つ
い
て
、
今

か
ら
相
続
登
記
を
し
て
も
大
丈

夫
で
し
ょ
う
か
？

Ａ　

相
続
登
記
は
、
い
つ
ま
で

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
決
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
土
地
の
登
記
名
義

が
何
年
も
亡
く
な
っ
た
人
の
ま

ま
に
な
っ
て
い
る
と

①
相
続
人
の
う
ち
誰
か
が
亡
く

な
っ
て
し
ま
う
と
、
新
た
な
相

続
が
発
生
し
、
そ
の
手
続
が
複

雑
に
な
っ
て
し
ま
う
。

②
相
続
関
係
者
が
多
数
と
な
り
、

相
続
人
間
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生

し
や
す
く
な
る
。

③
相
続
人
が
高
齢
と
な
り
、
認

知
症
な
ど
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

場
合
、
裁
判
所
に
成
年
後
見
人

を
選
任
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
な
ど
、
そ
の
手
続
に

余
分
な
費
用
や
時
間
が
掛
か
っ

相　
　

談

Farmer’s Market

こころや

泉崎村川畑 37-1 TEL 0248-53-5568

こころん工房
｢ハッピー･クリスマスケーキ」
オードブル･ピザのご予約を承ります

歳末セール実施中

★１月12日(土)は新年大売出し！
＊12月31日(月)～1月6日(日)はお休みします。

  平飼い卵の
「ここたま」と
  国産小麦を使用

ス タ ッフ 募 集

 ①介護員　② 調理員　③ 生活相談員

特別養護老人ホーム ケアハウス泉崎
〒969-0104 西白河郡泉崎村太田川字金山34

☎０２４８－５３－３４５０

〒969-0101 西白河郡泉崎村泉崎字笹立山７-１
☎０２４８－２１－８０８３

地域密着型  特別養護老人ホーム さつきの郷

心
の
相
談
会

心
配
ご
と
相
談
所

多
重
債
務
・
貸
金
業

に
関
す
る
相
談
窓
口

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
無
料

電
話
相
談
会

案　
　

内

相
続
登
記
に
つ
い
て

第
１
回｢

登
記
し
な

く
て
も
大
丈
夫
？｣
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て
し
ま
う
。

④
土
地
の
売
買
や
土
地
を
担
保

に
し
て
お
金
を
借
り
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

⑤
相
続
登
記
の
際
に
必
要
な
住

民
票
や
戸
籍
等
の
書
類
が
、
保

存
期
限
の
経
過
な
ど
に
よ
り
取

得
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　

な
ど
、
様
々
な
問
題
が
発
生

し
ま
す
の
で
、
相
続
登
記
は
早

め
に
行
っ
て
お
く
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

　

次
回
は
、
第
２
回｢

だ
れ
が

相
続
人
に
な
る
の
？
①｣

を

テ
ー
マ
に
御
案
内
い
た
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
福
島
県
司
法
書
士
会

☎
０
２
４
・
５
３
４
・
７
５
０
２

問
福
島
地
方
法
務
局

☎
０
２
４
・
５
３
４
・
２
０
４
５

　

医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤

師
・
看
護
師
・
歯
科
衛
生
士
な

ど
の
皆
さ
ん
に
は
、
２
年
に
１

度
、
届
出
票
の
提
出
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
届
出
の
年
に
あ
た
り

ま
す
の
で
、
該
当
す
る
方
は
平

成
30
年
12
月
31
日
現
在
の
状
況

を
保
健
所
ま
で
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

◆
保
健
所
へ
の
提
出
期
限

平
成
31
年
1
月
15
日
㈫

問
県
庁
保
健
福
祉
総
務
課

☎
０
２
４
・
５
２
１
・
７
２
１
７

問
県
庁
医
療
人
材
対
策
室

☎
０
２
４
・
５
２
１
・
７
２
２
２

　

放
送
大
学
は
、
２
０
１
９
年

４
月
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世

代
、
約
９
万
人
の
学
生
が
、
大

学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽

し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的

で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
に
よ
る
授
業
だ
け
で

な
く
、
学
生
は
授
業
を
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
好
き
な
と
き
に
受

講
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学

な
ど
、
約
300
の
幅
広
い
授
業
科

目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

卒
業
す
れ
ば
学
士
（
教
養
）

の
学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

　

放
送
授
業
１
科
目
の
授
業
料

は
１
万
１
千
円
（
入
学
金
は

別
）
。
半
年
ご
と
に
学
ぶ
科
目

分
だ
け
の
授
業
料
を
払
う
シ
ス

テ
ム
で
す
。

　

半
年
だ
け
在
学
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。

　

全
国
に
ミ
ニ
キ
ャ
ン
パ
ス
と

呼
べ
る
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動

な
ど
の
学
生
の
交
流
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て

い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
放
送
大
学
福
島
学

習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求
く
だ

さ
い
。

　

出
願
期
間
は
、
第
１
回
が
２

月
28
日
㈭
ま
で
、
第
２
回
が
３

月
17
日
㈰
ま
で
。

問
放
送
大
学福

島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
・
９
２
１
・
７
４
７
１

◆
講
座
名

「
み
ん
な
で
、
育
て
る
。
」

～
里
親
入
門
講
座
～

◆
日
時　

２
月
４
日
㈪

　
　
　
　

10
：
00
～
11
：
30

◆
場
所　

郡
山
市
中
央
公
民
館

◆
対
象　

里
親
制
度
や
子
ど
も

の
福
祉
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る

方
。

◆
定
員　

30
名

◆
内
容

⑴
知
っ
て
い
ま
す
か
？
里
親
制

度
に
つ
い
て

⑵
養
育
里
親
さ
ん
の
体
験
談

◆
申
込
締
切　

１
月
25
日
㈮
ま

で◆
受
付
時
間

　

８
：
30
～
17
：
15

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み
も
可

能
で
す
。

問
福
島
県
県
中
児
童
相
談
所

☎
０
２
４
・
９
３
５
・
０
６
１
１

FAX
０
２
４
・
９
３
５
・
０
６
１
８

✉kentyuu.jisou@
pref.fu

kushim
a.lg.jp

医
療
従
事
者
の
皆
さ
ん

は
届
出
を
忘
れ
ず
に

県
中
児
童
相
談
所

「
里
親
入
門
講
座
」

放
送
大
学
４
月
生

募
集
の
お
知
ら
せ

募　
　

集

ふくしま駅伝・沿道にて応援



今 月 の 行 事　　【12月10日～１月９日】

10
（月）
11

（火）
第３回授業参観、バザー
貯筋会

●可燃ごみ

12
（水）

英会話教室
▲資源ごみ

13
（木） なかよしクラブ

14
（金）

クリスマス会
成人学級

●可燃ごみ■不燃ごみ

15
（土）

クリスマスお楽しみ会
休日窓口開庁日（役場・社協）

16
（日）

休日窓口開庁日（役場・社協）

17
（月）
18

（火）
貯筋会

●可燃ごみ

19
（水）

英会話教室
▲資源ごみ

20
（木）

21
（金）

１歳６ヶ月児健診（中島村保健センター)
第2学期終業式（午前保育）
・ 第2学期終業式
第2学期終業式

●可燃ごみ

22
（土）休日窓口開庁日（役場・社協）

23
（日）休日窓口開庁日（役場・社協）

24
（月）休日窓口開庁日（役場・社協）

25
（火）

村県民税第4期納期限
国民健康保険税第6期納期限
後期高齢者医療保険料第5期納入期限
介護保険料第6期納期限

個別懇談会（全員)
冬季休業、預かり保育（～１/14）

●可燃ごみ

26
（水）

個別懇談会（全員)
▲資源ごみ

27
（木）

28
（金）

官公庁御用納め
保育納め

水道料金第5期納入期限
村営住宅使用料12月分納入期限
●可燃ごみ■不燃ごみ

29
（土）

年末休所（12/29～12/31）
預かり保育年末休園（12/29～

12/31)
年末休会（12/29～12/31）
年末・年始休館（12/29～1/4）
年末・年始休館（12/29～1/4）

22広報
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30
（日）
31

（月）
1/1

（火）
年始休所（1/1～1/3）
預かり保育年始休園（1/1～1/3）
年始休会（1/１～1/3）

2
（水）

3
（木）

4
（金）

官公庁御用始め
保育始め
預かり保育受入開始

●可燃ごみ

5
（土）休日窓口開庁日（役場・社協）

6
（日）休日窓口開庁日（役場・社協）

7
（月）

8
（火）

・ 第３学期始業式
第３学期始業式

●可燃ごみ

9
（水）

平成３１年度親子入園児親子面接会
休肝日
▲資源ごみ◆粗大ごみ戸別収集

■ 内科・外科

※急患のための制度です。［診療時間　9時～17時］
※変更等もありますので受診前に確認してください。月の休日当番医

■ 小児科

12
■ 歯科

16（日） す ず き 内 科 ク リ ニ ッ ク
☎24-4114（白河市森の内）

つ か は ら 内 科 ク リ ニ ッ ク
☎24-1011（白河市郭内）

た ま ち 歯 科 医 院
☎44-4889（矢吹町田町）

23（日） わ た な べ 子 ど も ク リ ニ ッ ク
☎2１-2166（白河市老久保）

南 湖 こ こ ろ の ク リ ニ ッ ク
☎23-4401（白河市関辺）

佐 久 間 歯 科 医 院
☎44-3118（矢吹町本町）

24（月） ね も と キ ッ ズ ク リ ニ ッ ク
☎21-5623（白河市立石山）

ニ ュ ー ロ ク リ ニ ッ ク
☎24-4111（西郷村下前田東）

鈴 木 歯 科 医 院
☎22-6191（白河市立石）

30（日） み う ら 小 児 ク リ ニ ッ ク
☎28-1001（白河市石阿弥陀）

明 渓 醫 院
☎27-3060（白河市明戸）

佐 藤 歯 科 医 院
☎23-1184（白河市中山南）

31（月） 白 河 厚 生 総 合 病 院
☎22-2211（白河市豊地）

会 田 病 院
☎42-2121（矢吹町本町）

大 栄 歯 科 ク リ ニ ッ ク
☎22-2833（白河市中町）

　1（火） 白 河 厚 生 総 合 病 院
☎22-2211（白河市豊地）

会 田 病 院
☎42-2121（矢吹町本町）

鈴 木 歯 科 医 院 （ 表 郷 ）
☎32-2029（白河市表郷金山）

　2（水） 白 河 厚 生 総 合 病 院
☎22-2211（白河市豊地）

会 田 病 院
☎42-2121（矢吹町本町）

す ず き 歯 科
☎44-5555（矢吹町八幡町）

　3（木） 白 河 厚 生 総 合 病 院
☎22-2211（白河市豊地）

会 田 病 院
☎42-2121（矢吹町本町）

須 藤 歯 科 医 院
☎22-6460（白河市本町）

　6（日） 樋 口 小 児 ク リ ニ ッ ク
☎42-2040（矢吹町大久保）

ら く ら く 医 院
☎54-5333（白河市大信町屋）

秋 山 歯 科 医 院
☎34-3741（白河市東刈敷坂）

12 ／

１／

会場：　幼稚園　　第一小学校　　第二小学校　　中学校　　保育所　　児童館　　保健センター　　公民館　　資料館　　図書館
　　　　トレーニングセンター　　弓道場　　ソフトボール場　　　さつき野球場　　　パークゴルフ場

幼 一 二 中 育 保児 公 資
さ パト 弓 ソ

図

Izumizaki-Country　Village Winter Plan　2018　11/1 ～ 2019　3/31

忘年会・新年会 各種ご宴会予約 承ります

日帰りご宴会プラン（飲み物代別）
お一人様（諸税込）3,500円～

宿泊ご宴会プラン（飲み物代別）
お一人様（諸税込）8,500円～

宴会シーズン到来！各種宴会 予算・ご要望に応じます。
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４Coupon
泉崎さつき温泉

（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

12 12 12
日帰り入浴　１００円割引券

有効期限：H31.１.31

●１枚につき１名１回限り有効　●併用、換金不可

Coupon
泉崎さつき温泉

（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

日帰り入浴　１００円割引券
有効期限：H31.１.31

●１枚につき１名１回限り有効　●併用、換金不可

Coupon
泉崎さつき温泉

（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

日帰り入浴　１００円割引券
有効期限：H31.１.31

●１枚につき１名１回限り有効　●併用、換金不可

基準日 世帯数
（戸）村の人口（人） こ

ち
ら　

戸
籍
窓
口

11月１日

現　　在

男 3,117
6,343 2,158

女 3,226

10月１日

現　　在

男 3,121
6,356 2,159

女 3,235

お
子
さ
ま
の
名
前
（
父
・
母
氏
名
）

お
め
で
た

福
田　

彩い
ろ
は晴

く
ん

（
将
也
さ
ん
・
梨
穂
さ
ん
）

渡
部　
　

波な
る

く
ん

（
敏
樹
さ
ん
・
莉
奈
さ
ん
）

お
悔
や
み

中
目
紀
美
子
さ
ん

　
　
（
78
歳
・
泉
崎
字
八
斗
蒔
）

中
野
目
正
勝
さ
ん

　
　
（
79
歳
・
泉
崎
字
長
峯
）

田
崎　

マ
ス
さ
ん

　
　
（
102
歳
・
関
和
久
字
瀬
知
房
）

福 島 工 場／福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字坊頭窪１番地
　　　　　　　☎0248-53-3491・FAX0248-53-3493
第二福島工場／福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字山崎山１番地３
　　　　　　　☎0248-54-1618・FAX0248-54-1619
白 河 工 場／福島県白河市萱根月ノ入１番地21
　　　　　　　☎0248-21-1401・FAX0248-21-1404
白河第二工場／福島県白河市萱根月ノ入１番地21
　　　　　　　☎0248-28-5061・FAX0248-28-5064
本　　　　社／埼玉県さいたま市大宮区土手町２丁目７番２
　　　　　　　☎048-650-6051・FAX048-650-5201
http://www.asahi-rubber.co.jp/

返
り
見
て
土
手
に
水
鳥
や
は
ら
か
し　
　
　
　

光　

德

ま
だ
冬
の
ふ
ん
は
り
と
あ
り
眉
の
上　
　
　
　
　

々

山
中
に
と
ど
ま
る
冬
の
木
影
踏
む　
　
　
　
　

栄　

子

裸
木
に
偽
り
の
な
き
表
裏
か
な　
　
　
　
　
　
　

々

散
り
し
き
る
銀
杏
黄
葉
や
子
は
二
歳　
　
　
　

和　

子

深
み
ゆ
く
秋
よ
ろ
こ
べ
る
鳥
の
数　
　
　
　
　
　

々

冬
空
の
乾
い
て
と
ど
く
楢
林　
　
　
　
　
　
　

文　

子

光
り
合
ふ
枯
野
の
果
て
の
沼
の
声　
　
　
　
　
　

々

さ
び
し
さ
は
冬
日
の
当
た
る
ひ
と
と
こ
ろ　
　

潤　

子

踏
み
込
め
ぬ
銀
杏
落
葉
の
明
る
さ
よ　
　
　
　
　

々

平
凡
な
明
日
来
る
も
の
を
冬
帽
子　
　
　
　
　

ゆ
き
こ

裸
木
に
き
り
り
と
昔
あ
り
に
け
り　
　
　
　
　
　

々

銀
杏
散
る
一
脚
の
椅
子
あ
る
ば
か
り　
　
　
　

堯　

子

紅
葉
を
風
が
あ
を
り
し
寝
際
ご
ろ　
　
　
　
　
　

々

さ
ざ
波
や
黙
つ
て
見
た
る
返
り
花　
　
　
　
　

戴　

子

空
青
く
ベ
ン
チ
に
友
と
小
六
月　
　
　
　
　
　
　

々

冬
が
来
る
梢
あ
ま
ね
く
光
の
線　
　
　
　
　
　

光　

郎

眼
中
に
広
が
り
や
ま
ぬ
紅
葉
界　
　
　
　
　
　
　

々

物
語
作
る
ひ
と
ゐ
て
秋
深
む　
　
　
　
　
　
　

直　

子

秋
日
傘
こ
と
ば
を
残
し
去
る
と
言
ふ　
　
　
　
　

々

鑑
賞
句　

枯
野
に
日
あ
ま
ね
き
時
を
愉
し
め
り�

成
瀬
櫻
桃
子

　

気
持
ち
の
良
い
句
で
す
ね
。
荒
涼
と
し
た
野
原
に
秋
の
日
が
一
面
に
降
り

注
ぎ
一
人
で
佇
む
、
あ
る
い
は
寝
転
ん
で
い
る
。
誰
も
邪
魔
を
す
る
で
な
く

思
う
よ
う
に
時
を
過
ご
し
て
い
る
の
で
す
。�

（
五
十
嵐
直
子
）

永　

沼　

祐　

太
さ
ん

　
　
　
　

琴　

美
さ
ん

お
祝
い
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地域で輝くヒトやモノをご紹介

リレートーク 野中里美さん（字ネキ内）
発
行
・
編
集
　
泉
崎
村
役
場
総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ

T
EL 0248 -53 -2111  FA

X
 0248 -53 -2958

〒
969-0101　

　
福
島
県
西
白
河
郡
泉
崎
村
大
字
泉
崎
字
八
丸
145

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

http://w
w

w
.vill.izum

izaki.fukushim
a.jp/

平
成

30年
12月

１
日

発
行（

毎
月

１
日

発
行

）
広
報

い
ず
み
ざ
き

No.616

　サークル・ハイビスカスの野中里美
です。東京出身、埼玉川口育ち、北平
山在住、亘理の娘です。
　父の関係で突然泉崎村に住むことに
なり、交流を広げるため、当時小学校
入学前の末っ子の息子はサッカーのク
ラブに入り、私は、村内でフラダンス
サークルを立ち上げ、役場の方へ紹介
し、生涯学習として現在も継続してい
ます。多くの方にフラダンスを楽しん
でいただいきたいと思っています♪
　また、以前アイディア料理コンクー
ルで私の考案した「まるごと愛の泉崎」
が最優秀作品として表彰され、広報誌
でも紹介していただいた時は、とても
嬉しかったです。
　新橋のOLから大型トラックドライ

バーへ。その手積み手下しの経験から、
震災後はお米の全量全袋検査の仕事も
させていただきました。
　ドライバー時代は「らぶちゃん」と
呼ばれ、全国のドライバー仲間の中で
も福島の方には特に親切にしていただ
き、今はたくさんの泉崎の方に「さと
みちゃん」と呼ばれ親しくしていただ
き感謝しています。
　双子の子どもは社会人、末っ子も高
校３年の受験生になり、子どもの成長
は楽しみですが、その分子育てが終わ
りに近づき、自分の両親が年をとるの
は寂しいです。
　私も泉崎村で「ときをためて」、こ
れからは、人生、良い結果が出せれば
いいなぁ♡と思います。
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祝・吉田四郎さん百歳賀寿

Happy Birthday
は っ ぴ い　 ば あ す で い

今月１歳の誕生日

溝
井
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莉り
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ん
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橋
）

齋
藤
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う
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（
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）

次回、田崎武浩さんに
バトンタッチ！

　１１月４日に満百歳を迎えられた吉田四郎さん（太田川字岩崎）
の賀寿贈呈式が、同日、白河市の鹿島ガーデンヴィラで行われまし
た。
　式には、安藤保寛県南保健福祉事務所健康福祉部長、久保木正大
村長、鈴木盛利村議会議長、緑川武男村老人クラブ連合会長が出席
し、知事賀寿や村長賀寿、記念品、祝金等の贈呈が行われ、またお
孫さんとひ孫さんより花束が贈られ長寿をお祝いしました。
　吉田さんは、５人の子供に恵まれ、孫が９人、ひ孫が１０人おら
れます。長寿の秘訣は、新聞を毎日読み、規則正しい生活をし、好
き嫌いなく食べることということです。
　おめでとうございます！これからもお元気で！

　８月 26 日㈰いわき芸術文化交流館アリオ
スで第 30 回福島県ボディビル選手権大会が
行われました。
　参加人数は７名で、
ほとんどがジム所属
の選手が出場する中、
佐川雄太郎さんが見
事第３位と新人賞を
獲得しました。おめ
でとうございます。

佐川雄太郎さん
　　　ボディビルで県３位！

ポージングをする佐川さん

村長より賀寿を贈られる吉田さん（右）


